
令
和
元
年
六
月
二
十
日
提
出
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第
二
六
八
号

憲
法
第
七
条
第
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に
関
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る
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意
書

提

出

者

源

馬

謙

太

郎

268



憲
法
第
七
条
第
三
号
に
関
す
る
質
問
主
意
書

憲
法
第
七
条
第
三
号
は
、
天
皇
が
内
閣
の
助
言
と
承
認
に
よ
り
「
衆
議
院
を
解
散
す
る
」
と
定
め
、
他
方
、
憲
法
第
六
十
九

条
は
「
内
閣
は
、
衆
議
院
で
不
信
任
の
決
議
案
を
可
決
し
、
又
は
信
任
の
決
議
案
を
否
決
し
た
と
き
は
、
十
日
以
内
に
衆
議
院

が
解
散
さ
れ
な
い
限
り
、
総
辞
職
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
い
る
。
天
皇
陛
下
が
国
政
に
関
す
る
権
能
を
有
し
な
い

以
上
、
実
質
的
な
解
散
決
定
権
を
有
し
て
い
な
い
は
ず
で
あ
り
、
そ
れ
を
決
定
す
る
機
関
が
い
ず
れ
で
あ
る
か
は
解
釈
に
委
ね

ら
れ
て
お
り
、
総
じ
て
解
散
の
決
定
権
は
内
閣
に
あ
る
と
す
る
見
解
が
支
配
的
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。

こ
の
憲
法
第
七
条
第
三
号
の
解
釈
に
つ
き
、
以
下
質
問
す
る
。

一

例
え
ば
平
成
二
十
八
年
十
月
二
十
一
日
衆
議
院
内
閣
委
員
会
に
お
い
て
、
横
畠
内
閣
法
制
局
長
官
は
「
実
質
的
に
衆
議
院

の
解
散
を
決
定
す
る
権
限
を
有
す
る
の
は
、
天
皇
の
国
事
に
関
す
る
行
為
に
つ
い
て
助
言
と
承
認
を
行
う
内
閣
で
あ
る
と
い

う
ふ
う
に
解
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
」
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
「
内
閣
」
と
「
内
閣
総
理
大
臣
」
は
当
然
な
が
ら
同
義
で
は
な

い
中
、
菅
官
房
長
官
は
じ
め
政
府
関
係
者
は
た
び
た
び
「
解
散
は
総
理
の
専
権
事
項
で
あ
る
」
と
の
認
識
を
表
明
さ
れ
て
い

る
。
例
え
ば
令
和
元
年
五
月
二
十
八
日
の
記
者
会
見
で
菅
官
房
長
官
は
「
解
散
す
る
か
し
な
い
か
は
総
理
の
専
権
事
項
だ
」

と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。
政
府
の
憲
法
第
七
条
第
三
号
の
解
釈
は
、
従
前
通
り
「
解
散
の
決
定
権
は
内
閣
に
あ
る
」
と
の

一



認
識
で
良
い
か
、
あ
る
い
は
「
解
散
の
決
定
権
は
内
閣
総
理
大
臣
に
あ
る
」
と
の
認
識
か
、
ど
ち
ら
に
解
散
権
が
あ
る
と
解

釈
し
て
い
る
か
。

二

解
散
の
決
定
が
あ
く
ま
で
も
内
閣
総
理
大
臣
に
の
み
存
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
例
え
ば
昭
和
五
十
一
年
九
月
十
日
の
閣
議
の

時
の
よ
う
に
、
閣
僚
は
閣
議
に
お
い
て
も
解
散
に
反
対
す
る
権
利
は
有
さ
な
い
と
の
理
解
で
良
い
か
。

三

諸
外
国
で
は
解
散
権
が
認
め
ら
れ
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
一
定
の
制
限
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
我
が
国
の
七
条
解
散

に
お
い
て
、
内
閣
あ
る
い
は
内
閣
総
理
大
臣
の
解
散
権
に
制
限
が
課
さ
れ
る
場
合
は
あ
る
か
。

右
質
問
す
る
。

二


